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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレー等の薄型表示装置を設置する部位を表面側に有するパネル材を備え、前記
薄型表示装置により覆われない領域における前記パネル材の裏面側に加振器が設置され、
この部位を前記薄型表示装置の外部スピーカとして機能するようにしたものであり、
　前記パネル材が、固定のベースパネルに対して、上下若しくは左右方向にスライド式で
あるとともに、
　前記パネル材の背面に凹部が形成され、この凹部内に前記加振器が配設されて、
　前記凹部は、前記加振器をパネル材の背面から突出させない深さに設定されていること
を特徴とする表示装置設置用パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置設置用パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、室内のパネル材（壁等）に薄型表示装置（ディスプレー、例えばテレビジョン等
）を設置する（いわゆる壁掛けテレビ等）領域を有するものがある（特許文献１参照）。
【０００３】
　テレビジョンには、通常、スピーカが内蔵されていて、この内蔵スピーカでテレビジョ
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ンの音声が出力されるが、音響効果を高めるために、外部スピーカからテレビジョンの音
声を出力したという要望がある。
【０００４】
　そこで、パネル材の正面に外部スピーカを設置することが考えられる。
【特許文献１】特開２００５－１５０８７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、パネル材の正面に外部スピーカが露出するために、パネル自体の正面デ
ザインとは異質なものとなって、デザイン性が損なわれやすいとともに、音響効果を高め
るためにスピーカサイズを大きくすれば、パネル材からの突出量も大きくなって、さらに
デザイン性が損なわれやすいという問題があった。
【０００６】
　本発明は、前記問題を解消するためになされたもので、デザイン性を損なうことなく、
音響効果を高めることができる表示装置設置用パネルを提供することを目的とするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明は、ディスプレー等の薄型表示装置を設置する部位
を表面側に有するパネル材を備え、前記薄型表示装置により覆われない領域における前記
パネル材の裏面側に加振器が設置され、この部位を前記薄型表示装置の外部スピーカとし
て機能するようにしたものであり、前記パネル材が、固定のベースパネルに対して、上下
若しくは左右方向にスライド式であるとともに、前記パネル材の背面に凹部が形成され、
この凹部内に前記加振器が配設されて、前記凹部は、前記加振器をパネル材の背面から突
出させない深さに設定されていることを特徴とする表示装置設置用パネルを提供するもの
である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、薄型表示装置により覆われない領域における裏面側に加振器を設置し
て、この部位を薄型表示装置の外部スピーカとして機能するようにしたものであるから、
パネル材の正面に外部スピーカが全く露出せず、音響効果を高めるためにスピーカサイズ
を大きくしても、パネル材から突出しないので、デザイン性を損なうことなく、音響効果
を高めることができるようになる。また、パネル材にスピーカ貫通のための穴をあける必
要がないため、パネル材の強度を低下させることがない。さらに、各加振器の配線は、パ
ネル材の背面側で行えるので、配線が表面側から見えることはない。
【００１１】
　また、パネル材の背面の凹部内に加振器を配設することで、凹部の底とパネル材の正面
との間の厚みが薄くなり振動しやすくなって、より音響効果が高まるようになる。
【００１２】
　さらに、凹部は、加振器をパネル材の背面から突出させない深さに設定することで、表
示装置を設置したパネル材が、固定のベースパネルに対して、上下若しくは左右方向にス
ライド式であるから、パネル材をスライドさせることで、薄型表示装置の高さ方向の位置
（若しくは横方向の位置）を自由に変えることができるとともに、パネル材の加振器がベ
ースパネル材に干渉しなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１４】
　図１は、第１実施形態の表示装置設置用パネル１Ａである。薄型表示装置であるディス
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プレー、例えばテレビジョン２は、いわゆる壁掛けテレビであり、このテレビジョン２に
は、具体的に図示しないが、スピーカが内蔵されていて、この内蔵スピーカでテレビジョ
ン２の音声が出力されるようになっている。なお、スピーカが内蔵されていないテレビジ
ョン２であっても良い。
【００１５】
　このテレビジョン２を設置する領域を有するパネル材３は、図１では正四角形状となっ
ているが、実際には、室内の壁材やリビングボードの扉材や壁材等であって、木製の場合
には、厚みが２０～２５ｍｍ程度の合板、無垢材、集成材等が好ましい。なお、厚みは、
薄い方が好ましく、例えば、強度が充分であれば、数ｍｍ程度であっても良い。
【００１６】
　そして、テレビジョン２によって覆われない箇所のパネル材３の背面３ａ、具体的には
、テレビジョン２の四隅に相当する位置に、本例では計４個の外部スピーカ用加振器４が
配設されている。各加振器４は、パネル材３の背面３ａに密着させた状態で強固に固定さ
れている。
【００１７】
　そして、例えば上側２個の加振器４は、ツィータ（高音）用であり、下側２個の加振器
４は、ウーファ（低音）用である。なお、いずれの加振器をスコーカ（中音）用やサラウ
ンド用とすることもできる。
【００１８】
　第１実施形態の表示装置設置用パネル１Ａであれば、テレビジョン２によって覆われな
い箇所のパネル材３の背面３ａに、外部スピーカ用加振器４を配設し、パネル材３自体を
外部スピーカ用振動板として利用するようにしたものである。
【００１９】
　これにより、内蔵スピーカでテレビジョン２の音声を出力しながら、これを補完する形
で、加振器４と振動板（パネル材３）とでなる外部スピーカからもテレビジョンの音声を
出力できるので、音響効果を高まるようになる。なお、内蔵スピーカからテレビジョン２
の音声を出力せず、外部スピーカからのみテレビジョン２の音声を出力することもできる
。
【００２０】
　このように、パネル材３の表面３ｂに外部スピーカが全く露出せず、音響効果を高める
ためにスピーカサイズを大きくしても、パネル材３から突出もしないので、デザイン性を
損なうことなく、音響効果を高めることができるようになる。
【００２１】
　また、パネル材３にスピーカを貫通させるための穴をあける必要がないため、パネル材
３の強度を低下させることがない。
【００２２】
　さらに、各加振器４の配線は、パネル材３の背面３ａ側で行えるので、配線が表面３ｂ
側から見えることはない。
【００２３】
　図２は、第２実施形態の表示装置設置用パネル１Ｂであり、第１実施形態の表示装置設
置用パネル１Ａと相違するのは、パネル材３の背面３ａに、各加振器４の配設位置に対応
する凹部３ｃをそれぞれ形成し、この各凹部３ｃ内に加振器４をそれぞれ配設して、各加
振器４を凹部３ｃの底に密着させた状態で強固に固定した点である。
【００２４】
　そして、振動領域用の凹部３ｃが形成されていないパネル材３の部分は、パネル材３に
おける各外部スピーカ用加振器４の干渉を防止する振動遮蔽領域となり、各凹部３ｃは、
振動遮蔽領域で区画されることになる。
【００２５】
　また、各凹部３ｃは、各加振器４をパネル材３の背面３ａから突出させない深さに設定
されている。
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【００２６】
　パネル材３の厚みが２５ｍｍであれば、各凹部３ｃの深さを２０ｍｍ程度とし、凹部３
ｃの底とパネル材３の表面３ｂとの間の厚みを５ｍｍ程度とする。なお、凹部３ｃの内径
は、ウーファ（低音）用では大径となり、ツィータ（高音）用では小径となり、スコーカ
（中音）用ではその中間径となる。
【００２７】
　パネル材３の凹部３ｃは、背面３ａから座ぐり状に加工することができるが、凹部３ｃ
の底とパネル材３の表面３ｂとの間の厚みに相当する厚みの第１パネル材（表面材）の背
面に、凹部に相当する穴をあけた第２パネル材（背面材）を接着して構成することもでき
る。なお、凹部３ｃは丸穴形状に限らない。
【００２８】
　第２実施形態の表示装置設置用パネル１Ｂであれば、パネル材３の背面３ａの各凹部３
ｃ内に加振器４をそれぞれ配設することで、凹部３ｃの底とパネル材３の表面３ｂとの間
の厚みが薄くなり振動しやすくなって、より音響効果が高まるようになる。
【００２９】
　図３は、第３実施形態の表示装置設置用パネル１Ｃであり、第２実施形態の表示装置設
置用パネル１Ｂと相違するのは、室内の天井７と床８との間の壁９にベースパネル材１０
を固定するとともに、このベースパネル材１０に対して、テレビジョン２を設置したパネ
ル材３を上下方向（若しくは左右方向）にスライドできるように支持した点である。
【００３０】
　第３実施形態の表示装置設置用パネル１Ｃであれば、パネル材３をスライドさせること
で、テレビジョン２の高さ方向の位置（若しくは横方向の位置）を自由に変えることがで
きる。
【００３１】
　また、第２実施形態にように、パネル材３の各凹部３ｃを各加振器４がパネル材３の背
面３ａから突出しない深さに設定することで、パネル材３側の各加振器４がベースパネル
材１０に干渉しなくなる。
【００３２】
　図４は、参考例の表示装置設置用パネル１Ｄであり、パネル材３の各加振器４の配設位
置に対応する穴部３ｄをそれぞれ形成し、この各穴部３ｄ内に表面３ｂ側から外部スピー
カ５をそれぞれ貫通させて、表面３ｂからの各外部スピーカ５の突出量を最小限にして固
定した点である。
【００３３】
　参考例の表示装置設置用パネル１Ｄであれば、内蔵スピーカでテレビジョン２の音声を
出力しながら、これを補完する形で、外部スピーカ５からもテレビジョン２の音声を出力
できるので、音響効果を高まるようになる。なお、内蔵スピーカからテレビジョン２の音
声を出力せず、外部スピーカ５からのみテレビジョン２の音声を出力することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の第１実施形態の表示装置設置用パネルであり、（ａ）は正面側の斜視図
、（ｂ）は側面図である。
【図２】本発明の第２実施形態の表示装置設置用パネルであり、（ａ）は正面側の斜視図
、（ｂ）は側面図、（ｃ）は背面図、（ｄ）は要部拡大断面図である。
【図３】本発明の第３実施形態の表示装置設置用パネルであり、（ａ）は正面側の斜視図
、（ｂ）は側面図である。
【図４】参考例の表示装置設置用パネルであり、（ａ）は正面側の斜視図、（ｂ）は側面
図である。
【符号の説明】
【００３５】
１Ａ～１Ｃ　表示装置設置用パネル
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２　　テレビジョン（表示装置）
３　　パネル材
３ａ　背面
３ｂ　表面
３ｃ　凹部
４　　外部スピーカ用加振器

【図１】 【図２】
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